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外国人であること。私は、このことに恥ずかしさを持っ
ていました。正直に言うと、自分が外国人であること
が嫌でした。外へ出るたびに偏見をもったような目で見
られ、私の方を見ながらこそこそ何かを話す。その場
から逃げたいほど、嫌になったのを覚えています。そ
のくらい、自分が外国人であることが嫌だったのです。
日系ペルー人の父と、ペルー人の母の間に生まれ
た私は、日本で生まれ、日本で育ちました。保育園、
小学校、中学校と日本人と変わらず成長をし、生活
をしてきました。幼い頃から内気だった私は、人前に
出ることや、話すことが苦手で、とにかく目立つことが
嫌いでした。私が、自分が外国人であることを気にし
始めたのは、小学生のときでした。小学生になり、新
しい環境へととびこんだ私は、少し心細くなりました。
なぜなら、周りのみんなが日本人で、自分だけが外
国人だったからです。いじめられたわけではありませ
ん。しかし、なぜか仲間はずれにされているような気
持になりました。それから私は、外国人であることに
恥ずかしさをもち、自分を隠すようになってしまいました。
しかし、そんな私は、ある人との出会い、言葉をきっ
かけに、変わることになります。そのある人とは、私
が中学校二年生だった時の担任の先生でした。クラ
ス担任を務めるのは初めてということを聞き、自分を受
け入れてくれるのか不安でした。そんな私を助けてく
れたのが、スタンダ ドーダイアリー という一冊の日記の
ようなものでした。毎日欠かさずその日記を書き、その
たびに、先生がコメントをしてくれました。最初は、そ
の日の出来事だけを書いていました。しかし、書いて
えて今できることは何かを考えていただくチャンスを提
供することにもなりました。私のような担当者の立場で
は、このような会は、直接保護者とお会いし、その
いるうちに、だんだんと先生に心を開くようになり、悩
みを打ち明けるようにもなりました。どんなことでも真剣
に話を聞いてくれる先生を、少しずつですが私は信
用するようになりました。そんな時、先生がある言葉を
くれました。それは、
「二つの国を大切に思えることは、とても素敵なこと
です。自信を持って自分を表現していきましょう」
という言葉でした。今まで、自分を隠していた私を
まるで知っていたかのような、そんな言葉でした。
私は、この言葉をきっかけに、外国人であることへ
の恥ずかしさを少しずつ持たなくなり、逆に誇りを持て
るようになりました。もっと自分を出そう、自分に自信を
持とう、そう思いました。
それからは、積極的に人前に出たり、いろんな人
と関わるようになりました。その中で、自分や自分の国
に興味をもってくれる人がたくさんいて、うれしかった
のを覚えています。
「こんなにも興味をもってくれる人がいる。外国人で
あることにもっと誇りを持とう」
そう思いました。
外国人であること。決して恥ずかしいことではありま
せん。他の国へ行けば、誰だって外国人です。偏
見を持った目で見てくる人、今までとかわらずいると思
います。しかし、私はこれからも外国人として生きなけ
ればなりません。そんな偏見を気にするよりも、自分に
興味をもってくれる人に、いろんなことを教えたいです。
今では、胸を張って、「私は外国人です」というこ
とができます。
思いを知る貴重な機会ともなりました。多大なるご協
力をいただいたＨＡＮＤＳプロジェクトの皆様に感謝申
し上げます。
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